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建
設
事
業
に

五
億
三
千
万
円

都
市
化
に
伴
う
事
業
を
施
行

31， 497万円口昨年比

A
V
i
z
芳
一
日
樹
祭
例
酢
町
議
会
は
叫
一
一
月
七
u
H
か
ら
二
十
五

g
ま
で
の
会
議
十
・
1
2
0

A
V
i
:
九
民
間
闘
を
も
っ
て
閥
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
明
、
同
州
、
昭
骨
相
開
時
十
・
:
。

0
・
:
一
一
一
年
度
予
算
な
と
一
ニ
十
七
後
楽
が
涼
終
日
む
お
h

ツ
可
決
さ
れ
ま
し
た
:
:
A
V

一
後
負
制
聞
の
融
情
践
が
低
く
、

財
政
再
開
で
の
弾
力
品
執
念
品
〈
っ
て

お
り
ま
す
が
、
上
水
遂
事
業
、

協
同
昨
跡
事
業
な
ど
都
市
化
し
つ

つ
る
る
本
町
の
事
業
が
山
繍
概
さ

れ
て
お
ち
ま
す
J
中
イ
陥
闘
に
占
め

る
人
件
費
、
物
件
掛
到
な
ど
通
常

的
経
資
の
綬
お
は
、
国
同
舎
は
じ

め
地
カ
公
町
村
問
団
体
の
銑
ハ
激
的
泌

み
で
あ
9

本
町
も
糊
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
柑
牒
滋
殺
を
最
少
間
関
皮
に

お
幸
先
行
致
慰
問
福
慣
に
と
た
え

る
た
め
、
残
殺
事
業
品
目
に
叉
後

三
千
士
一
笈
七
十
一
一
万
開
け
あ
ま
9

計
上
し
て
お

9
ま
す
。

総

務

綱

策

品
開
杯
出
胤
よ
り
継
油
部
準
備
常
明
、
あ

る
新
庁
舎
建
設
事
漆
鵡
践
に
一
億

約
千
一
一
一
百
万
関
川
4
m
り
を
弘
同
調
幽
し

本
年
七
月
の
党
戒
を
予
定
し
て

お
わ
J
ま
ず
。

こ
の
響
楽
と
対
応
し
て
、
事

務
後
善
事
薬
殺
と
し
て
八
百
一
一

十
万
国
什
を
計
上
し
て
品
ス
タ

ー
な
ど
市
常
務
機
械
を
然
入
し
、

住
民
関
係
窓
口
役
務
織
し
て
鉱

ゑ
の
研
修
に
力
会
そ
そ
ぎ
a
部
恥

員
の
お
潟
、
と
併
せ
て
、
町
民
サ

ー
バ
ピ
ズ
に
万
全
の
録
後
を
勘
閉
じ

た
い
と
唇
い
ま
す
。

開

成

食

費

臨
内
政
占
に
つ
い
て
は
治
域
管

少
年
昭
縫
念
な
る
脊
渓
の
植
物
色

し
て
青
年
総
間
関
鎮
の
残
総
合
計

媛
し
.
六
百
六
十
万
開
け
を
計
上

し
て
お

9
ま
す
。

ま
た
、
炎
鋒
者
に
対
す
る
鮎
刑

務
…
臨
吋
ム
期
、
老
人
減
叫
拡
大
会
、

単
借
入
ク
ラ
プ
陥
州
市
棋
晴
樹
助
金
、
名

人
縫
家
診
断
な
ど
各
種
の
送
人

対
策
を
格
別
濁
し
て
お
れ
ツ
ま
ず
。
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1(){).。
と
れ
ら
の
老
人
.
滋
子
対
銭

安
広
く
推
し
進
め
.
一
段
一
段

k
諮
後
行
総
令
官
開
め
て
行
く
た

め
、
相
偶
山
M
漁
師
を
福
祉
々

γ
タ
ー

に
欲
議
し
駒
内
廷
の
州
都
波
発
女

合
脳
同
わ
ず
‘
つ
H
と
い
m
u
場
に
な

る
こ
と
や

w

絞
っ
て
お
ち
ま
す
。

本
相
↑
附
挽
は
‘

ζ

の
肋
脳
波
耕
民
に

こ
印
税
万
円
を
計
上
し
，
遂
次
市
内

務
。
充
実
な
札
制
号
、
福
紘
一
η
時棋

の
・
中
心
と
し
よ
う
主
考
え
て
お

れ
ソ
ま
ま
す
。

と
の
遺
品
掲
に
つ
い
て
は
、
対

技
会
領
批
協
融
開
会
に
お
験
い
し

て
、
と
れ
の
助
成
主
し
て
こ
苔

ニ
十
支
万
由
川
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。ま

た
、
市
内
齢
相
暗
部
描
暗
所
の
粂
務

を
防
法
会
福
祉
的
関
繍
隅
か
慨
に
移
行

寄
せ
る
弘
同
一
測
も
立
て
て
お
り
ま

す。

衛

金

銭

滋
品
階
的
伝
染
演
予
仲
間
崎
駅
媛
、

帥
制
緩
慾
康
診
断
な
ど
蜘
町
民
の
抽
町

家
管
理
に
対
ず
る
経
費
、
抑
制
緩

鴇
問
機
、
帥
私
、
は
え
の
駁
臨
時
な
ど

ゑ
齢
期
嫌
疑
を
浄
化
す
る
総
臨
司
会

計
上
し
て
お
り
、
制
利
用
世
世
帯
の

増
加
に
対
処
す
る
た
る
、
ご
み

級
輸
澗
樹
単
一
台
古
田
七
十
万
開
け
を
計

ぷ
し
.
ま
た
、
俊
市
部
公
開
凶
の
入

居
な
ど
に
よ
れ
ツ
、
ど
み
の
級
輸
強

盗
の
議
中
人
以
必
然
的
な
も
の
で

あ
り
、
新
た
に
じ
ん
劣
後
却
場

安
建
設
す
る
た
め
の
用
地
、
と
し

て
、
務
総
の
し
間
際
絡
濃
の
臨
時
輪
唱

歌
滋
絡
す
る
た
め
時
潟
地
購
入

網
目
ー
と
し
て
一
自
十
L
U
万
伐
を
計
上

し
て
お
れ
ソ
ま
ず
。

知
削
指
十
附
胤
か
ら
ニ
ヶ
年
総
帥
杭
常
事

構
郊
の
し
同
部
処
濯
場
時
開
設
事
業
費

と
し
て
間
関
千
万
仰
を
計
上
し
て

あ
り
ま
す

d

こ
の
処
遼
務
時
諸
説

に
よ
り
'
一
男
二
十
気
キ
ロ

P
ツ

・
ゃ
ん
の
臼
地
理
総
力
M
M
増
設
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
完
成
に
伴
い
、

し
尿
絞
強
制
率
四
台
を
間
関
融
問
ず
る

許
制
附
で
す
。

上
水
道
宮
前
後
に
…
一
千
三
十
六

万国
μ
繰
り
山
仰
さ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
上
水
道
官
場
数
榔
慌
の
公
的
問

蹴
践
と
抽
出
火
品
問
絞
燃
の
愛
用
用
に
あ

て
ら
れ
る
も
の
で
す
。
特
に
務

火
後
の
絞
授
は
、
本
町
の
務
時
間

や
本
殺
の
閣
で
は
稿
用
欄
端
的
に
骨
盤

臨
聞
き
れ
、
火
災
時
吋
に
は
犬
舎
な

カ
と
な
る
こ
と
主
恩
わ
れ
ま
す

棚
機
業
水
滋
費

時
間
隊
等
冊
減
に
帯
血
占
品
安
お
命
、

昔
前
代
、
本
田
州
防
除
、
間
消
凶
弾
.
土

蹴
慌
時
削
除
、
家
山
品
常
時
間
後
な
ど
、
抽
出

市
中
約
な
計
一
阪
な
遂
め
た
い
と
怒

い
ま
す
。

な
お
‘
首
都
圏
に
ゐ
る
本
町

時
的
問
業
経
営
の
汲
代
化
を
縫
滋

す
る
た
め
も
総
統
，
変
に
削
引
き
淡

き
農
民
数
機
打
球
改
善
楽
器
削
な
刊
行
な

い
、
と
れ
に
三
千
九
忍
五
十
閉

万
削
い
あ
ま
ち
を
計
上
し
て
お
ワ

ま
す
。

初
め
て
の
簡
易
樹
火
建

築
の
町
営
住
宅

ゑ中小品
R

は
、
本
年
波
予
算
才

倒
的
十
九
・
九
パ

I
セ
Y
ト
を

い
白
め
、
客
数
学
総
の
う
ち
で
大

き
な
沈
暢
臓
か
き
出
め
て
お
り
ま
す

ま
ず
、
滋
銘
柄
柄
争
ょ
う
剛
買
に

お
い
て
.
組
問
抽
拘
滋
肱
昭
の
絵
待
機

に
六
百
三
十
笈
万
円
、
都
刺
殺
改

良
幽
到
に
双
子
玄
八
十
匂
万
九
千

関
川
会
副
計
上
し
、
務
中
市
化
し
つ
つ

あ
る
本
材
開
発
の
墓
鐙
と
な
る

務
市
計
協
同
祭
絡
事
業
に
、
山
中
入
玉

食
欲
前
線
立
体
交
樹
結
線
設
工
事

な
ど
を
計
一
樹
し
、
七
千
百
万
聞
け

あ
ま
号
を
予
算
化
し
て
お
り
ま

す。
ま
た
、
都
市
下
亦
脇
工
事
主

し
て
、
北
油
開
務
官
山
下
水
路
市
智
幾

を
計
一
燃
し
て
お

9
ま
ず
。

絞
殺
に
つ
い
て
は
、
沼
地
曲
賀

市
り
断
阿
係
に
よ
予
‘
本
町
最
初
旬

時
間
易
総
火
時
蹴
袋
二
潜
速
一
役
十
一
戸…
 

計
一
織
し
、
…
千
七
十
八
万
円
を

予
算
化
し
て
あ
り
ま
す
。

消
防
費
に
つ
い
て
は
‘
謀
総

出
張
所
の
閥
開
設
に
伴
う
世
燃
費
、

骨
か
そ
う
付
治
時
開
惑
の
勝
入
な
ど

の
経
演
を
計
上
し
て
あ
り
ま
す

品
帆
管
授
に
つ
い
て
は
、
学
級

殺
に
よ
る
小
.
附
悶
小
の
プ
レ

円
プ
教
議
七
数
室
、
我
市
中
校
総

室
‘
骨
明
後
中
体
育
鶴
間
時
間
総
務
業

綾
な
ど
を
計
上
し
て
あ
り
ま
す
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ι山

間

九

日

J
f
i
叉
」
一
出
;
:
防
護
婦
い
;
;
~

…
語
倒
錯
竺
一
明
一
科
一
辺
一
一
一
一
一
:
詩
人
制
収
入
一
一
ヘ
再
生
生
倒
九
二
防
育
揖
商
品

「
i
l
i
-
-
1
2
!
I
R
L一
明

L
r間

M
U
Z
Z
Z
鵠
町
家
一
一
揖
結
さ
で
し
趨
宗
教
ご
ψ

品
税
務
委
員
会
家
務
局

移
転
の
お
知
ら
牧

こ
の
た
び
役
場
庁
公
M
m
手
狭

の
た
め
教
育
愛
融
公
事
務
局
念

特
別
会
計
事
業

出
民
に
ち
d
附
蹴
き
、
期
間
北
ム
同
浴
綴

回
開
発
議
し
留
期
地
域
の
務
中
本
加
地
殻
施

後
後
傭
問
来
総
数
授
を
計
上
し

て
あ
h

ツ
ま
す
が
‘
本
年
度
ゃ
に

災
未
処
糊
咋
仇
暗
む
絡
調
哩
線
引
M
m
v
玄

十
パ
ー
セ
Y
ト
が
後
滅
さ
れ
る

鴻・4
浴
で
す
。

天
王
品
開
ム
ヱ
穂
震
西
灘
帽
現
世
帯
識

は
約
算
事
業
後
一
後
七
夜
間
間

十
五
万
円
を
士
山
崎
W
V
い
所
副
賞
用
血
縁

繋
を
計
ふ
ん
し
‘
そ
の
時
間
柄
聞
に
は

保
留
地
幾
分
金
を
鴬
て
で
あ
り

留
保
穫
祭
に
つ
い
て
は
、
脳
協

居
間
給
付
の
検
知
加
に
対
処
す
る
た

治
、
保
険
説
明
翁
和
棋
な
は
か
れ
ツ

予
算
の
務
力
的
繁
開
問
に
よ
り
こ

の
事
業
安
総
持
し
て
い
き
た
い

と
緩
い
ま
す
。

ゆ
問
屋
簡
易
氷
滋
帯
構
築
は
徐

立
採
算
総
を
脱
却
…
持
し
て
お
り
ま

す
が
‘
上
水
道
事
再
来
の
滋
水
昨
吋

に
む
の
会
計
宇
一
ム
水
遂
事
業
に

含
ま
せ
る
持
制
稿
欄
で
す
。

公
共
下
水
讃
重
言
、
品
翠
e

月の人[1軍事態

o号) (3):) (言十〉

燃主主殺人 30.人 5哲人
絞入 116人 8争入 205人
死亡 7人 14人 21人
転 i起106入 ω人 172人

転入絞殺 58綾子持
転出投手普 43綾子誇

557 

九
月
一
一
…
十
日
ま
で
冷
炎
公
民
銭

円八一一

see-eO笈
一
五
)
に
移
紙

し
ま
ナ
の
で
、
何
か
と
む
不
伎

な
お
か
け
し
ま
す
が
、
役
場
務

庁
舎
の
完
成
ま
で
し
ん
ほ
う
た

お
願
い
し
ま
す
。

ま
す
。祭

融
関
・
中
山
地
区
扇
動
耳
棉
現
世
帯
織
は

天
小
式
会
事
業
に
対
応
ナ
る
も
り

で
、
調
査
，
楽
祭
齢
別
揃
問
委
託
創
刊

な
ど
を
一
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

上
一
家
滋
事
業
は
、
本
年
後
か

ら
地
方
公
営
余
帯
用
仲
間
の
適
用
を

受
け
、
数
年
榔
棋
に
引
き
続
き
一
時
館

設
笈
ヶ
年
計
爾
り
芳
一
日
一
年
出
此
に

あ
た
柱
、
一
億
六
千
五
百
万
円

安
計
上
し
て
お
担
、
夏
季
の
か

っ
水
臨
吋
に
本
符
柏
崎
区
の
…
蛸
聞
に

総
本
女
酬
開
始
す
る
子
総
で
す
。



4月1日から

30思設で児童

びあ線

て

新入学児童の事故防止

通ノレーノレを家

う
ち
で
、
最
も
交
漆
古
学
放
の
お
ば

い
時
効
に
あ
た
ち
ま
す
。

と
く
に
、
行
法
制
的
地
へ
ド
ヲ
イ

プ
ず
る
よ
う
な
場
合
は
ふ
だ
ん

闘
用
心
し
て
い
る
人
ぜ
も
、
と
か

く
祭
遂
な
議
献
を
し
が
ち
で
あ

っ
て
怒
わ
ぬ
人
身
務
故
金
ひ
き

何
時
こ
す
結
果
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
学
校
も
新
核

燃
が
始
ま
ち
ま
し
た
が
、
特
に

新
入
獄
4

附
ル
議
誌
は
、
交
通
ル
ー

ル
ぷ
ウ
い
て
欲
的
織
な
ど
で
十
分

教
え
て
あ
.M
り
た
い
も
の
で
す
。

揖帰路
a
本
務
相
暗
闘
に
よ
る
抑
制
籾

歩
行
者
の
ふ
縛

右
左
を
確
め

削悶

f
一
一
年
中
に
お
け
る
兇
鍍
幼

児
り
か
ん
ザ
薄
茶
汝
潟
べ
に
よ
る
と

柏
相
談
終
綴
篠
山
内
で
の
児
童
生
徒

の
災
市
開
索
以
、
渋
谷
一
一
名
で
そ

の
う
ち
死
℃
翁
は
大
名
も
で
て

い
ま
す
。

こ
の

5
ち
本
吟
で
は
、
二
十

年
名
の
負
傷
者
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。新

教
糊
問
点
化
加
出
、
え
た
こ
の
談
会

に
、
も
う
一
際
交
満
期
ル
!
ん
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

境
断

内
議
拘
閥
抗
り
務
者
労
凶

V
歩

道
の
あ
る
滋
滋
で
は
、
か
な
ら

ず
歩
遂
な
歩
き
ま
し
ょ
う
。

マ
務
遂
の
な
い
滋
絡
で
は
、
か

な
ら
ず
道
路
の
お
は
し
念
品
中
山
き

ま
し
ょ
う
。
マ
数
人
が
裁
に

広
が
つ
℃
歩
く
り
は
や
・
め
ま
し

ょ
K
1

〆。
門
畿
掘
削
の
し
か
た
M

V
横
綴

歩
道
や
務
遂
綴
な
ど
の
資
金
山
絡

畿
の
為
る
主
こ
ろ
で
は
、
か
な

ら
ず
と
ふ
れ
衣
料
開
州
し
ま
し
ょ
う

マ
交
差
点
も
喫
余
総
数
も
な
い

と
こ
ろ
で
は
、
か
な
ら
ず
立
ち

ふ
っ
て
安
全
を
梢
聞
か
め
て
か
ら

横
断
し
ま
し
ょ
う
o

V
幾
び

燃
し
、
市
早
む
蜜
輪
出
震
後
抽
出
、
絞

め
機
叫
削
は
あ
な
た
め
A
聞と

P
で

す。門
ゑ
え
に
く
い
柑
棋
の
法
行
者
〕

マ
夜
に
な
る
と
、
近
づ
い
て
く

る
率
も
意
外
に
滋
く
に
見
え
る

室主 すて体も皆ねがλ い 万 こ に
綴こりい樹、年川内~J~i三 L ま人そ主総
長誌の るかま金泳fγ きさかすがしに入
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危
険
が
い
つ
は
い

ふ
み
怠

n
-
工
事
穴
E

砂
利
市
パ

ω
p
d
h
カ
ち
関
&

捻
な
さ
ぬ
よ
う
い
い

Z
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震えズ老若
な、 γ じ巡
っまはめ休
てた、にの
、然タトか続
吉司分以けく
護手金守すて g
%なるむ月
1::ゆ華美 fまか
半る会談ら
刻 み が Y ま五
のとふ Ijj

の
で
‘
ど
の
依
田
胤
に
き
て
い
る

め
か
、
ど
の
く
ら
い
の
ス
ピ
!

ド
か
わ
か
り
ま
ぜ
ん
。
マ
お

い
ハ
y
カ
チ
や
終
絡
で
会
関
し

な
が
ら
渡
担
ま
し
ょ
う

o
v

滋
転
翁
も
す
れ
途
う
滋
の
予
イ

ト
に
詩
が
く
ら
み
、
歩
行
殺
の

受i主者空三 期間中 tζ持込みましょう 宣言狩
t;" )負にとは . か、で
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愛
児
を
事
故
か
ら

問
お
準
家
を
一
部
し
ま
し
ょ
う
凶

マ
自
ど
ろ
か
ら
浸
透
安
全
の
き

ま
号
を
子
燃
に
数
え
ま
し
ょ
う

マ
大
人
も
交
巡
規
約
タ
ザ
っ
て

子
供
に
正
し
い
お
手
本
金
ぷ
す

よ
う
に
心
が
け
て
下
さ
い
。

州
単
の
か
げ
の
滋
び
は
ι
地
検
M

V
滋
綴
で
の
遂
び
は
や
め
寄
せ

ま
し
&
う
。
滋
び
に
夢
中
の
子

供
時
同
凝
っ
て
く
る
単
に
気
づ
か

ず
で
本
ら
れ
ま
す
。
マ
え
っ

て
い
る
遂
の
凶
り
で
の
滋
び
も

骨
地
検
で
す
。
気
づ
か
ず
に
議
を

齢期か
L
て
死
傷
さ
殺
る
鈴
が
よ

く
あ
り
ま
す
。

内
務
れ
品
物
は
変
遜
帯
構
殺
に
つ
な

が
事
M

V
登
校
す
る
時
に
忘

れ
物
が
な
い
か
波
怠
し
ま
し
ょ

う
。
忘
稔
た
し
て
嫁
に
怒
り
に

綴
っ
た
子
供
は
滋
制
州
全
然
に
し

て
変
還
に
対
す
る
仲
博
物
品
…
た
お
と

た
り
ま
す
。
待
問
闘
に
ゆ
主
争
を

も
た
せ
て
壁
掛
位
寄
せ
ま
し
£
う

内
翁
叫
?
に
設
問
見
を
〕
マ
子
供

広一
柳
綴
臨
凶
年
金
制
制
度
は
昭
和
一
一
一
十

一
料
品
ハ
年
問
問
問
月
か
ら
金
頭
約
V
L

災
後

一
同
事
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
γ
わ

一
世
け
か
同
闘
で
は
隊
側
院
の
縫
も
が
年
金

η
町
を
受
け
ら
れ
る
柄
欄
災
後
年
ゑ
の

一
扇
、

材
陣
容
制
が
と
と
時
い
ま
し
た
。

品
刑
判
つ
ま
号
、
震
観
的
年
金
は
そ
れ

剣
山
ま
で
争
経
畠
苦
厚
生
年
金
や
公

綴
務
鴎
岳
災
演
怒
合
な
ど
お
お
苧

一一一門
4
J

リ

芳
明
砕
リ
荊
り
匁
点
淑
制
制
度
に
よ
っ
て
僚
出
陣

〈
伊
き
れ
な
か
っ
、
た
多
数
台
設
柊
綴

』
業
や
小
商
腐
な
ど
の
品
礼
楽
に
従

‘
事
ナ
る
人
を
対
象
に
で
き
た
制
問

度
で
す
。

一
そ
の
た
め
務
夜
で
は
二
十
な

攻
上
の
総
本
人
な
ら
誰
で
も
必

ら
ず
M

内
ら
か
の
公
的
年
金
総
度

る

iま

を
議
れ
て
道
路
を
歩
く
体
吋
は
、

子
換
を
お
乎
に
、
点
に
持
仏
相
殺

持
ち
ま
し
ょ
う
。

自
転
慈
の
立
し
い

品
黙
り
か
た

門
か
ら
だ
に
為
っ
た
自
給
総
M

W
V
肉
闘
い
む
率
の
官
向
き
は
、
ま
た
が

っ
て
柄
拘
廷
が
緩
く
地
積
に
つ
く

綴
後
。

円
怠
帥
惜
し
嘩
滋
行
し
よ
う
M

マ
告
転
車
は
、
淡
路
mw
森
山
枯
し

を
定
り
ま
し
ょ
う
A
U
Vニムロ

以
上
が
践
に
設
ん
で
殺
る
の
は

紛
の
交
官
躍
の
じ
ゃ
ま
に
な
り
、

ま
た
篠
崎
棋
の
も
と
に
な
り
ま
す

公
開
総
緩
め
瀦
よ
い
運
転
ば
厳

齢
制
で
す
M

マ
ふ
た
h

ソ
繰
り
、
カ
サ
さ
し
遂

転
は
危
険
で
す
e

V
点出絞省略

の
繍
よ
い
運
転
は
三
年
以
下

の
慾
役
ま
た
は
五
万
円
以
下
い

の
約
金
柄
、
す
。

脚
時
の
潔
筏
づ
く
告
が
必
要
で
す
山
川

淵
偶
代
役
認
出
縄
開
又
は
音
色
ち
が

M

い
複
数
多
絞
V

か
わ
た
れ
ッ
、
や
や
A
臨

も
す
れ
ば
拡
鋭
機
生
時
間
本
来
的
姿
叫

が
失
な
わ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
諸
一
閣

僚
滋
を
訓
引
き
お
こ
し
ま
す
。
ぬ
醐J

畑
ト
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
投
与

こ
ろ
で
こ
う
し
た
開
制
緩
に
同

対
応
す
る
た
め
、
盛
山
は
い
し
泳
、
加
ポ
リ
芳
生
ヲ
タ
チ
Y
緩
口
役

終
資
少
年
間
問
題
協
議
会
及
び
中
市
融
持
を
、
次
む
日
制
緩
で
行
な
い
ま

町
村
綾
少
年
間
同
開
組
協
議
会
で
は
酬
ナ
。
滋
災
義
凶
弘
、
昭
和
田
十
一
一

毎
月
沖
紋
日
H

後
円
以
を
「
家
庭
の
い
抽
布
十
一
発
二
ね
か
ら
十
二
月
一
一
一
十

日
」
と
緩
め
耐
熱
緩
で
は
も
ち
ろ
轟
}
お
ま
で
の
山
山
崎
{
兇
で
す
。

ん
、
社
会
余
ル
停
で
伽
町
役
附
明
る
く
叫
な
お
臨
吋
燃
は
一
一
院
吋
か
ら
一
一
一
体
吋

銭
高
明
な
家
柑
踏
を
つ
〈
る
よ
う
広
畑
ま
で
で
す
。

く
銀
民
運
動
と
じ
て
よ
び
か
け
鹸

て

い

ま

す

。

凶

…

一

1
一
1
一
1
一3
2
一
3
…

犠…一
@ii
一
日
一
日
弓
三
ね
おμ
一ζ口
ど

と
の
釘
2凶は帖、、情家寒郡笠砕絞琴扶祭司み4
ん
な
が
山
向
山
一

f
一問

nμ
…匁蕊討笠一五叩お
ω
一M鉛山一

蛸餓附恥耽亨化宰吋
ら
ん
を
滋
し
て
、
全
員
の
意
志
恥
下

i
γ
;
γ
L
iト
ト
↑

L

の
務
遂
と
務
総
閉
め
絞
殺
な
は
か
山
一
一

f
ア、一

pi--一1
4
一

晶
一
一
校
一
枚
一
隊
一
劉
一
短
一

9
お
互
い
に
滋
隠
し
あ
う
な
ど
謹
一
一
け
一
句
一
級
一

B
一
E
一

h

一
一
学
一
品
平
氏
ケ
一
〓

会
議
事
出
間
に
合
わ
を
味
動
一
場
一
村
一
村
一
自
民
主

緩
み
ん
な
で
話
し
あ
っ
た
哲
融
一

j
一
L
一
一
公
一
積
一

E
…
後
一

震
で
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
者
同
一
?
一
位
一
佐
一
勲
一
銭
一
市
滅

し
た
り
、
駒
郡
松
批
全
員
で
野
外
w
h

蜘
九
同
一
平
一
子
一
郭
一
北
一
{
一

似
た
り
L
て
体
出
品
離
し
ま
し
ょ
う
伽
一
一
線
一
四
郎
一
孫
一

z

一h
L
…

品
一
一
端
科
…
校
一
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受
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回
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